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令和２年度森林づくり県民税活用事業の概要（案） 

【当初予算のポイント】 

台風 19 号や今後予想される自然災害の増加を踏まえ、命を守る県づくりの観点

から、里山での間伐やライフライン等を保全するための危険木伐採に取り組むとと

もに、県産材の利活用等も合わせて、気候変動対策を推進する。 

〇 間伐の必要性が高い森林や河畔林の整備、地域住民の主体的な参画による
里山資源の利活用を促進（みんなで支える里山整備事業、県単河畔林整備事業 等） 

〇 集落や主要ライフライン（道路・線路・電線等）を守るため、倒木の恐れ
のある危険木の除去を実施（みんなで支える里山整備事業、道路への倒木防止事業 等） 

 6 億 7865 万円（4 億 2905 万円）【林務部】【建設部】 

〇 キッズスペース等子どもの居場所の木造・木質化や木製家具・木のおもちゃ

等の設置を支援（子どもの居場所木質空間整備事業）2150 万円(2375 万円)【林務部】 

〇 薪の地域流通・利用の仕組みづくりや、松くい虫枯損木のバイオマス利用
を促進 等（薪によるエネルギーの地消地産事業、松くい虫枯損木利活用事業） 

                        2175 万円(2175 万円)【林務部】                 

１「防災・減災」及び「住民等による利活用」のための里山等の整備 

                   7 億 5030 万円（4 億 9615 万円） 

２ 自立・持続的な森林管理のための間伐材等の利活用 

                     1 億 1532 万 5 千円（6405 万円） 

３ 森林づくりに関わる人材の育成 

                      995 万 2 千円(791 万 1 千円) 

[他既存事業]  みんなで支える里山整備(県民協働)・利用事業、地域で進める里山集約化事業 

     7165 万円   (6710 万円) 【林務部】    

[他既存事業] 木工体験活動支援事業、公共サイン事業 等  

3127 万 5 千円(1855 万円)【林務部】 

資料 ３ 

〇 新たに県民が訪れる民間施設・オフィス・県有施設の木質化の支援等 
（新木づかい空間整備事業）              4080 万円   (0 万円)【林務部】                 

※ 県議会議決前の予算案のため、変更される場合があります。 
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〇 自然の魅力・森林の多面的機能を伝える担い手「エコツーリズムガイド」
を育成                     156 万 4 千円(167 万 2 千円)【環境部】 

〇 自然教育プログラムの実践・検証をモデル校で実施 
                179 万 4 千円(116 万 3 千円)【教育委員会】 

〇 豊かな森林資源を活かした観光地の魅力向上のための景観対策としての

森林整備を実施（観光地等魅力向上森林景観整備事業） 
3500 万円    (3500 万円)    【林務部】 

〇 森林セラピー基地を安全に利用できるよう、支障木等の伐採や歩道・案
内板等の整備を支援 等 (森林セラピー推進支援事業(施設)) 

1672 万 7 千円(3584 万 4 千円)【林務部】 

 

〇 地域固有の森林づくり等の課題に対する市町村の取組を支援 
（森林づくり推進支援金）           9000 万円(9000 万円)  【林務部】 

〇 森林税活用内容の広報、県民会議等における森林税の評価・検証等を実施  
新たに植樹活動を通じ SDGs の取組みを発信、都市緑化等の機運醸成 

（みんなで支える森林づくり推進事業、森林の里親推進事業、新 SDGs 森林の再生発信事業 等）  

1295 万 8 千円(1194 万 4 千円)【林務部、建設部】 

       合計予算額   10 億 7556 万 2 千円 

       （前年度予算額 7 億 8994 万 9 千円） 

４ 多様な県民のニーズに応えるための森林の利活用 

                       9702 万 7 千円(1 億 1989 万 4 千円） 

５ 市町村に対する財政調整的視点での支援 

                         9000 万円（9000 万円） 

６ 森林づくりの理解を深める普及啓発及び森林税の評価・検証 

                        1295 万 8 千円（1194 万 4 千円） 

[他既存事業] 里山整備利用地域リーダー育成事業、森林セラピー推進支援事業(人材) 

659 万 4 千円(507 万 6 千円)【林務部】 

[他既存事業] 学校林等利活用促進事業、自然保育活動フィールド等整備事業、まちなか

緑地整備事業、観光地の景観整備事業 等  

 4530 万円(4905 万円)【林務部、県民文化部、建設部】 
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＜気候変動対策に関連する森林税事業一覧表＞ 

気候変動対策に寄与する取組内容 事 業 名 

 

森林整備により、 

ＣＯ２吸収源の増加に繋がる取組 

・みんなで支える里山整備事業（防災・減災） 

・みんなで支える里山整備事業（県民協働） 

・地域で進める里山集約化事業 

・森林（もり）の里親整備事業 

・地球温暖化防止吸収源対策推進事業 

 

間伐材の利活用により、木材に吸収

されたＣＯ２固定量の増加に繋がる

取組 

・地消地産による木の香る

暮らしづくり事業  拡充 

子どもの居場所 

木工体験活動支援 

木づかい空間整備 新 

県産材公共サイン 

・地球温暖化防止木材利用普及啓発事業 
 

再生可能エネルギー活用促進の取組 ・薪によるエネルギーの地消地産事業 

・松くい虫枯損木利活用事業 

 

緑を増やし、市街地等の気温上昇を

抑える取組 

・ＳＤＧｓ森林の再生発信事業 新 

・みんなで支える森林づくり推進事業（建設部） 

（都市緑化（グリーンインフラ）推進事業の一部） 新 

・まちなかの緑地整備事業（建設部） 

・観光地の景観整備（建設部） 

 

気候変動対策の取組事業 

・森林づくり県民税を活用して実施する「防災・減災のための里山の整備」

や「自立・持続的な森林管理のための間伐材の利活用」等により気候変動対

策に寄与する取組み 


